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◆生活困難度による家庭の分類

生活困難家庭
困窮家庭 ①低所得、②家計の逼迫、③子どもの体験や所有物の欠如、のうち2項目以上の要素に該当

周辺家庭 ①低所得、②家計の逼迫、③子どもの体験や所有物の欠如、のうちいずれか１項目の要素に該当

一般家庭 いずれの要素にも該当しない家庭

調査について

生活困難度について

◆生活困難度の3要素
低所得 等価可処分所得（世帯の可処分所得（収入による可処分所得＋児童手当等の支給額等）を世帯人数の平方根で割って調整した所得

=世帯水準を表すよう調整した所得）が、国民生活基礎調査の貧困線の基準を下回る世帯

家計の逼迫
生活費に関する以下の質問７項目について、経済的な理由で払えなかった、または買えなかったことが１つ以上あると答えた世帯

子どもの体
験や所有物
の欠如

子どもの体験や所有物などに関する以下の質問15項目のうち、経済的な理由で「していない」、金銭的な理由で「ない」など欠
如する項目が３つ以上あると答えた世帯

①電話 ②電気 ③ガス ④水道の公共料金 ⑤家賃 ⑥食料 ⑦衣類

①海水浴に行く ②博物館・科学館・美術館などに行く ③キャンプやバーベキューに行く ④スポーツ観戦や劇場に行く ⑤遊園地やテーマパークに行く ⑥毎
月お小遣いを渡す ⑦毎年新しい洋服・靴を買う ⑧習い事(音楽、スポーツ、習字等)に通わせる ⑨学習塾に通わせるまたは家庭教師に来てもらう ⑩お誕生日
のお祝いをする⑪１年に１回くらい家族旅行に行く ⑫クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる ⑬子どもの年齢に合った本 ⑭子ども用のスポーツ用
品・おもちゃ ⑮子どもが自宅で宿題をすることができる場所

青森県子どもの生活実態調査（調査結果概要）概要

調査の目的 子どもの貧困の実態の多面的な把握

調査対象者
・県内に在住の小学校５年生（1,150人）とその保護者（1,150人）
・県内に在住の中学校２年生（1,150人）とその保護者（1,150人） 合計 6,900人
・県内に在住の16歳～17歳 （1,150人）とその保護者（1,150人）

調査方法 郵送による配布・回収

調査時期 令和5年12月20日から令和6年1月26日まで

有効回答数・率 子ども本人1,460人（42.3％）、保護者1,465人（42.5％）
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三要素の内訳

青森県子どもの生活実態調査（調査結果概要）
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世帯の状況

困窮家庭の割合

・「低所得」、「家計の逼迫」、「子どもの体験や所有物の欠如」のうち、2項目以上の要素に該当する家庭は15.9%
・三要素別では、「低所得」該当世帯は11.6%、「家計の逼迫」該当世帯は16.8%、「子どもの体験や所有物の欠如」該当世帯は26.7%
・現在の暮らし向きについて、全体では「普通」が39.4%と最も多く、次いで「やや苦しい」が37.1%となっている。
・可処分所得について、全体では「400万円～600万円未満」の世帯が30.9％と最も多い。困窮家庭では「120万円～220万円未満」の世帯が24.0％で最も多い。

世帯の可処分所得

現在の暮らし向き

概要
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こどもの教育
・将来の進学希望は、全体では「大学またはそれ以上」が43.2％と最も多い。困窮家庭では「高校まで」が最も多く30.5％となっている。
・進学可能な段階では、全体では「大学またはそれ以上」が33.0％と最も多いが、希望する教育段階に比べて低くなっている。
・授業の理解では、全体、生活困難度別で「だいたいわかる」が50％を超えている。困窮家庭では「わからないことが多い」が15.0％と他の家庭より多い。

進学希望段階（こども） 進学可能段階（こども） 授業の理解

理想的な教育段階（保護者） 現実的な教育段階（保護者） 理想と現実で違いが生じた理由

・理想的と考える教育段階では、全体、生活困難度別ともに「大学またはそれ以上」が最も多い。
・現実的な教育段階では、全体では「大学またはそれ以上」が37.5％と最も多いが、困窮家庭、周辺家庭では、「高校まで」が最も多くなっている。
・教育段階に違いが生じた理由について、困窮家庭では「経済的に余裕がない」が最も多いが、一般家庭では「子どもが希望している」が最も多い。（無回答を除く）

青森県子どもの生活実態調査（調査結果概要）概要
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保護者
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こどもの生活

制度・サービスの利用

・医療機関受診が必要と考えたが受診させなかったことがあったと回答したのは、困窮家庭が26.2％、周辺家庭が19.7％と一般家庭より多くなっている。
・経済的理由により食料を買えなかったことについて、困窮家庭では「あった」（「よくあった」、「時々あった」、「まれにあった」の計）と回答した割合は70.8％
・生活困難度が上がるにつれて、朝食を「いつも食べる」と回答した割合が低下しており、「いつも食べない」は困窮世帯で6.0%と他の世帯に比べ多い。

・こども食堂の利用では、全体では「利用する必要はない」が57.2％と最も多いが、困窮家庭では「利用してみたい」が16.3％と他の家庭より多い。
・学習支援の利用では、困窮家庭で「利用したことがある」が4.3%となっているのに対し、周辺家庭、一般家庭では2%台となっている。
・こどもの居場所の利用では、全体では「利用する必要はない」が55.2％と最も多いが、困窮家庭では「利用してみたい」が21.5％と周辺家庭、一般家庭より多い。

医療機関の受診 食料の購入 朝食の摂取

こども食堂の利用 学習支援の利用 こどもの居場所の利用

青森県子どもの生活実態調査（調査結果概要）概要
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保護者の状況

職種（母親） 平均的な勤務時間（母親） 土日・祝日勤務（母親）

職種（父親） 平均的な勤務時間（父親） 土日・祝日勤務（父親）

・職種では、一般家庭では「正社員・正規社員・会社役員」が44.4％と多くなっているが、困窮家庭、周辺家庭では「パート・アルバイト等」が約4割を占めている。
・平均的な勤務時間では、全体、生活困難度別ともに「20~40時間未満」が4割を占め最も多い。
・土日・祝日の勤務では、困窮家庭では「土曜出勤」が63.2%と多く、「平日の日中以外の勤務はない」が28.0%と少なくなっている。

青森県子どもの生活実態調査（調査結果概要）概要

・職種では、全体、生活困難度別ともに、「正社員・正規社員・会社役員」が最も多いが、困窮家庭では52.4%と低くなっている。
・平均的な勤務時間は、全体、生活困難度別ともに「40~50時間未満」が最も多い。困窮家庭では、「20時間未満」が1.3%と周辺家庭、一般家庭よりも多い。
・土日・祝日の勤務では、全体、生活困難度別において、「土曜出勤」が最も多いが、困窮家庭では「早朝（５～８時）」、「夜勤（20時～22時）」も多い。

母親

父親


